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広報なかたね 2026.7 月号　2

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

小型ポンプは熊野分団、ポンプ車は中央分団が優勝
中種子町消防操法大会 　

５
月
31
日
に
、
中
種
子
町
消
防
操
法
大
会
が

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気

の
中
、
出
場
し
た
各
分
団
が
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
熊
野
分

団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
は
中
央
分
団
が
優
勝
し
、

７
月
28
日
に
屋
久
島
町
で
開
催
予
定
の
熊
毛
支

部
消
防
操
法
大
会
に
町
の
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

大会成績
小型ポンプの部
順位 分団名 総得点
1 熊野分団 90.0
2 南界分団 85.0
3 中央分団 81.5
4 増田分団 78.0
5 油久分団 77.5
6 星原分団 75.5
7 岩岡分団 70.0

ポンプ車の部
順位 分団名 総得点
1 中央分団 190.5
2 納官分団 171.5

　熊野分団　熊野分団 　中央分団　中央分団



3　広報なかたね 2026.7 月号

　まちの話題　　まちの話題　

高校生が子ども食堂で地域交流
旭町商店街盛り上げ隊とハグモグ食堂のコラボ

　

５
月
９
日
、
種
子
島
中
央
高

校
情
報
処
理
科
３
年
の
生
徒
７

人
で
活
動
す
る
「
旭
町
商
店
街

盛
り
上
げ
隊
」
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
え
ん
主
催
の
「
ハ
グ
モ
グ
食

堂
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
菓
子
す
く
い
イ

ベ
ン
ト
や
駐
車
場
整
理
、
片
付

け
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
方
々

と
交
流
し
、
会
場
は
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
旭
町
商
店
街
盛
り
上
げ
隊
」

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
中
で
す
。
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

第 20 回鹿児島県障害者スポーツ大会
中種子町身体障害者福祉協会から２名出場

　

５
月
10
日
に
、
白
波
ス
タ
ジ

ア
ム
で
第
20
回
鹿
児
島
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
陸
上
競
技

が
開
催
さ
れ
、
古
市
龍
馬
さ
ん

（
上
方
）
と
上
山
真
由
美
さ
ん
（
上

方
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
り
、
障
害
者
に

対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、

そ
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
山
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

女
子
２
部
肢
体
４
の
部
に
出
場
し

優
勝
、
古
市
さ
ん
は
砲
丸
投
男
子

２
部
肢
体
７
の
部
に
出
場
し
第
２

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

中学生が職場体験
仕事と社会を学ぶ２日間　

５
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、

中
種
子
中
学
校
３
年
生
を
対
象

と
し
た
職
場
体
験
学
習
が
あ
り

ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
町
内
の
飲
食
店
や
販

売
店
、
公
共
施
設
な
ど
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
懸
命
に

仕
事
と
向
き
合
い
、
２
日
間
の
体

験
を
通
し
て
仕
事
と
社
会
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

 

各
事
業
所
へ

取
材
に
行
き
、

職
場
体
験
の
様

子
を
撮
影
し
ま

し
た
。

企画課で職場体験をする笹川瑚夏
さん（左）と黒木陽茉莉さん（右）
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

第 91 回住吉・星原仲良し相撲大会
力強い取組を披露

　

５
月
16
日
に
、
住
吉
小
学
校
の

相
撲
場
で
住
吉
小
学
校
と
星
原
小

学
校
に
よ
る
仲
良
し
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
両
校
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
で
行
わ
れ
、
星
原
小
９
人
、

住
吉
小
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

昭
和
９
年
か
ら
続
い
て
い
る
伝
統

あ
る
行
事
で
、
多
く
の
来
賓
や
地

域
の
方
々
の
声
援
の
中
、
力
強
い

取
組
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
原
小
６
年
の
松
下
稔
さ
ん

（
浜
津
脇
）
は
「
負
け
た
け
ど
住

吉
小
の
子
と
話
も
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

新茶の香り漂う
熊毛地区製茶共進会

　

今
年
の
一
番
茶
の
審
査
会
が
、

５
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
農
協

西
之
表
支
所
に
て
開
催
さ
れ
、
熊

毛
地
区
か
ら
「
や
ぶ
き
た
」「
さ

え
み
ど
り
」
な
ど
６
品
種
計
26
点

（
本
町
か
ら
４
点
）
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
茶
葉
の
外
観
、

お
茶
を
入
れ
た
時
の
香
り
、水
色
、

味
の
４
項
目
が
審
査
さ
れ
、
そ
の

様
子
を
生
産
者
や
関
係
者
が
熱
心

に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
山
浦
重
夫
さ
ん

（
原
尾
）
の
「
さ
え
み
ど
り
」
が

２
等
、
山
浦
拓
己
さ
ん
（
原
尾
）

の
「
あ
さ
の
か
」
が
３
等
に
入
賞

し
ま
し
た
。

寄付金贈呈
テクノ冷熱（株）、（有）テクレイプランニング

　

５
月
20
日
に
、
テ
ク
ノ
冷
熱

株
式
会
社
と
有
限
会
社
テ
ク
レ

イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
２
社
よ
り

本
町
に
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
テ
ク
ノ
冷
熱
株
式
会

社
種
子
島
営
業
所
長
の
横
山
英
雄

さ
ん
と
有
限
会
社
テ
ク
レ
イ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
取
締
役
の
肥
後
和
樹
さ

ん
が
来
庁
さ
れ
、
町
長
へ
直
接
贈

呈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

第 44 回近畿中種子会総会・懇親会
旧友との再会に笑顔が溢れる

　

５
月
17
日
に
、
新
大
阪
江
坂
東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
、
第
44
回

近
畿
中
種
子
会
総
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
決
算

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
懇
親
会
で

は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
舞
踊
の
披
露

な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
抽
選
会
や
参
加
者
全
員

で
の
「
焼
酎
天
国
」
の
踊
り
で
は
、

笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　　横山さん　　　　　　　　　　肥後さん　　横山さん　　　　　　　　　　肥後さん
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　まちの話題　　まちの話題　

12 キロのコースを完歩
親子ふれあいウォーク２０２６

　

５
月
23
日
に
、
親
子
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
６
が
開
催
さ

れ
、
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
不
良
の
た
め
、
予

定
し
て
い
た
コ
ー
ス
を
短
縮
し
、

平
山
校
区
か
ら
種
子
島
こ
り
ー
な

ま
で
の
約
12
キ
ロ
を
歩
き
ま
し

た
。

　

途
中
、
親
子
や
友
達
同
士
で
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
達
成
感
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

上方集落が優勝
集落対抗ナイターソフトボール大会

　

５
月
20
日
に
、
集
落
対
抗
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
中
種

子
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、５
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
選
手
た
ち
の
珍
プ

レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
会

場
全
体
が
笑
い
と
歓
声
に
包
ま
れ

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
数
十
年
ぶ
り
に
出
場

し
た
上
方
集
落
と
伏
之
前
Ａ
が
同

率
勝
利
数
で
並
び
、
抽
選
の
末
、

上
方
集
落
が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

熊毛地区消防組合より感謝状を贈呈
初期消火活動に尽力

　

５
月
25
日
に
、
熊
毛
地
区
消

防
組
合
よ
り
、
平
川
政
和
さ
ん

（
旭
町
）、
西
村
彩
さ
ん
（
旭
町
）、

松
原
理
子
さ
ん
（
梶
潟
）
の
３

人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
人
は
、
２
月
２
日
に
野
間

校
区
で
発
生
し
た
建
物
火
災
の

現
場
を
発
見
し
、
的
確
な
判
断

と
迅
速
な
行
動
で
初
期
消
火
や

通
報
な
ど
、
被
害
の
軽
減
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

行
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
贈

呈
に
繋
が
り
ま
し
た
。

合同遠足で親睦を深める
南界、増田、油久小の児童が参加

　

５
月
22
日
に
、
南
界
小
学
校
、
増

田
小
学
校
、
油
久
小
学
校
の
１
年
生

～
４
年
生
36
人
に
よ
る
合
同
遠
足
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
種
子
島
空
港
を
訪

れ
、
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
滑

走
路
を
歩
い
た
り
、
大
型
消
防
車
に

よ
る
迫
力
満
点
の
放
水
を
見
学
し
た

り
と
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

長
谷
公
園
に
移
動
後
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
校
の
枠
を

越
え
た
交
流
が
広
が
り
、
親
睦
を
深

め
た
合
同
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。平川さん　　　　　　　　松原さん　  西村さん平川さん　　　　　　　　松原さん　  西村さん
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　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　 まちの話題　まちの話題　

第 51 回大運動会
中種子特別支援学校

　

５
月
30
日
に
種
子
島
中
央
体
育

館
に
お
い
て
、
第
51
回
中
種
子
特

別
支
援
学
校
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
と
も
に

頑
張
る
大
運
動
会
～
最
高
の
笑
顔

で
楽
し
も
う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
仲
間
と
と
も
に
心
を
一
つ
に
し

て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
応
援
合
戦
や
短
距
離

走
、
各
学
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

人権の花運動開会式
南界小学校

　

５
月
26
日
、
南
界
小
学
校
に
お
い

て
「
人
権
の
花
運
動
」
開
会
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
令
和
５
年
度
に
児

童
が
作
成
し
た
標
語
に
人
権
擁
護
委

員
の
濵
脇
時
則
さ
ん
が
メ
ロ
デ
ィ
を

つ
け
た
「
み
ん
な
笑
顔
に
」
を
全
校

児
童
で
歌
い
、
人
を
思
い
や
る
心
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
６
年
生
、
飛ひ

ち

わ

知
和
ち

な
美
さ
ん
（
中
田
）
が
「
ひ
ま
わ
り

の
よ
う
に
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
学

校
に
し
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
今
後
、
児
童
た
ち
は
人
権

の
花
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
育
て
な
が

ら
人
権
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

スポーツ少年団交歓交流大会
種子島地区の団員が交流を深める

　

６
月
６
日
に
、
種
子
島
中
央
体

育
館
で
「
令
和
８
年
度
種
子
島
地

区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
交
流
大

会
・
指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

５
・
６
年
生
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
指
導
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
南
界
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
山
下
蓮
大
さ
ん

が
、
活
動
報
告
と
今
後
の
目
標
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で

は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
行
い
、
他
団
体

の
団
員
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

中種子チャレンジ・キッズ活動
今年度初めての活動

　

５
月
16
日
に
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１
回
中
種

子
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
は
じ
め
よ
う
！
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
」
と
題
し
、
自

己
紹
介
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

参
加
者
同
士
で
の
交
流
を
行
い
、

１
年
間
の
活
動
に
向
け
て
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
47
人
で
年
10
回
の

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
種
子

島
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
様
々

な
体
験
を
行
う
計
画
で
す
。
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　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会
（
夏
季
大
会
）

柔
道
競
技

（
５
月
17
日　

南
種
子
町
武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
Ａ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉
福
元

　

３
位　

双
葉
馬
場

▽
Ｂ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉
野
角

　

２
位　

双
葉
日
髙

　

３
位　

双
葉
鳥
居

　
　
　
　

双
葉
遠
藤

▽
Ｃ
ラ
ン
ク

　

２
位　

双
葉
福
留

■
個
人
戦

▽
幼
児
・
小
学
１
年
生
の
部

　

２
位　

日
髙　

夏
楓
（
伊
原
）

　

３
位　

大
牟
田　

凪
咲
（
町
山
崎
）

　
　
　
　

松
下　

茉
央
（
伏
之
前
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

優
勝　

福
留　

斗
貴
（
旭
町
）

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

野
角　

徹
翔
（
中
山
）

　

３
位　

峯
下　

結
翔
（
古
房
）

　
　
　
　

鳥
居　

賢
志
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

  

２
位　

福
留　

琉
偉
（
旭
町
）

　

３
位　

末
吉　

晃
志
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

　

優
勝　

水
堀　

颯
士
（
伏
之
前
）

　

２
位　

日
髙　

夏
花
（
伊
原
）

　

３
位　

上
山　

大
翔
（
上
方
）

　
　
　
　

鎌
田　

尚
弥
（
伏
之
前
）

▽
小
学
６
年
生
の
部

　

３
位　

日
髙　

将
雅
（
竹
屋
野
）

　
　
　
　

馬
場　

勢
（
中
山
）

剣
道
競
技

（
５
月
17
日　

種
子
島
中
央
体
育
館
）

■
団
体
戦

　

２
位　

岩
岡
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

３
位　

南
界
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
個
人
戦

▽
小
学
２
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

古
市　

聖
真
（
南
界
）

▽
小
学
３
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

横
山　

水
人
（
野
間
）

　

２
位　

萩
元　

健
斗
（
岩
岡
）

　

３
位　

西
田　

奏
一
朗
（
野
間
）

　
　
　
　

大
内
田　

知
敬
（
野
間
）

▽
小
学
３
年
生
以
下
女
子
の
部

　

優
勝　

塩
浦　

澄
礼
（
野
間
）

  

２
位　

八
汐　

茉
洋
（
野
間
）

　

３
位　

上
妻　

ち
は
な
（
南
界
）

▽
小
学
４
年
生
男
子
の
部

　

３
位　

磯
俣　

謙
斗
（
納
官
）

▽
小
学
４
年
生
女
子
の
部

　

２
位　

濵
田　

歩
芭
（
納
官
）

　

３
位　

池
田　

咲
舞
（
岩
岡
）

▽
小
学
５
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

山
下　

蓮
大
（
南
界
）

　

２
位　

鳥
居　

幸
真
（
南
界
）

　

３
位　

大
町
田　

貴
央
（
野
間
）

　

３
位　

萩
元　

俊
介
（
岩
岡
）

▽
小
学
６
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

黒
木　

空
（
野
間
）

　

２
位　

粟
屋　

駆
（
岩
岡
）

　

３
位　

池
田　

喜
一
（
岩
岡
）

サ
ッ
カ
ー
競
技

（
５
月
24
日　

中
種
子
町
営

　
　
　
　
　
　
　
　

陸
上
競
技
場
）

　

３
位　

中
種
子
Ｊ
Ｆ
Ｃ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

（
５
月
24
日　

種
子
島
中
央
体
育
館
）

▽
女
子
の
部

　

優
勝　

野
間

▽
交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

※
女
子
・
混
成
の
部
に
よ
る
交
流
戦　

　

優
勝　

野
間

令
和
８
年
度
鹿
児
島
県

　
　
　
　
　

中
学
校
柔
道
大
会

（
５
月
16
日　

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
男
子
の
部

　

２
位　

中
種
子
柔
道
倶
楽
部

▽
女
子
の
部

　

３
位　

中
種
子
柔
道
倶
楽
部

■
個
人
戦

▽
男
子
55
㎏
以
下
級

　

３
位　

柳
田　

智
輝
（
竹
屋
野
）

▽
男
子
81
㎏
超
級

　

３
位　

遠
藤　

啓
眞
（
古
房
）

▽
女
子
52
㎏
以
下
級

　

３
位　

福　

結
愛
奈
（
旭
町
）

▽
女
子
63
㎏
以
下
級

　

３
位　

中
﨑　

虹
心
（
池
之
平
）

第
43
回
南
日
本
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　

陸
上
競
技
大
会

（
５
月
30
日
～
31
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
２
年
生
男
子
１
０
０
ｍ

　

６
位　

福
田　

柊
人
（
坂
元
）

　

記
録
12
秒
03

▽
男
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

　

２
位　

濵
脇　

遼
真
（
野
間
）

　

記
録
４
分
09
秒
10

▽
男
子
共
通
３
０
０
０
ｍ

　

優
勝　

濵
脇　

遼
真
（
野
間
）

　

記
録
９
分
06
秒
67

▽
女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

　

４
位　

赤
坂　

心
菜
（
西
之
山
）

　

記
録
４
分
52
秒
74

　

５
位　

進
藤　

妃
弥
呼
（
畠
田
）

　

記
録
４
分
54
秒
68

▽
女
子
低
学
年
80
ｍ
Ｈ

　

６
位　

八
汐　

璃
桜
（
屋
久
津
）

　

記
録
12
秒
89

白
虎
杯
第
12
回
長
崎
県

　
　
　
　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
４
月
12
日　

シ
ー
ハ
ッ
ト
大
村

　
　
　
　
　
　
　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）

▽
壮
年
男
子
50
歳
以
上
無
差
別
級
組
手

　

優
勝　

具
嶋　

栄
（
旭
町
）

第
42
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会

    

（
５
月
10
日　

鹿
児
島
県
体
育
館
）

▽
壮
年
男
子
55
歳
以
上
無
差
別
級
組
手

　

２
位　

具
嶋　

栄
（
旭
町
）
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

性別 頭数 ５月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 54 707,259 715,621 ▲ 8,362 229,555

去　勢 84 812,107 821,288 ▲ 9,181 211,670

計 138 771,080 773,521 ▲ 2,441 228,351

市場

全体

めす牛 172 714,541 725,566 ▲ 11,025 224,738

去　勢 254 823,728 837,281 ▲ 13,553 209,488

計 426 779,643 786,002 ▲ 6,359 220,946

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
５
月

19
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
77
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

平均落札額 77 万９千円
種子島子牛せり市

熊野海水浴場を開設します！
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 231

　

今
年
も
楽
し
い
海

水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
し
ま
し
た
！

　

安
心
し
て
海
水
浴

を
楽
し
め
る
よ
う
に

監
視
員
の
指
示
に
従

い
、
ビ
ー
チ
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間

７
月
１
日
（
水
）
～

８
月
31
日
（
月
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
協
力
隊
の
鈴
木

花
奈
で
す
。
こ
の
記
事
を
書
い
て

い
る
５
月
下
旬
と
は
思
え
な
い
暑

さ
が
続
き
、
そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
入
り

の
気
配
を
感
じ
て
い
ま
す
。
先
日
、

帰
省
を
し
た
の
で
す
が
、
懐
か
し

い
気
持
ち
に
な
る
か
と
思
い
き
や

意
外
と
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
、
良

い
意
味
で
“
移
住
し
た
実
感
が
な

い
ま
ま
”
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
ま

す
。
帰
省
中
に
は
「
訛
っ
て
い
る

ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
毎
日

方
言
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
耳
が

慣
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
か
私
も
驚
い
た
と
き
に
「
あ
ば
」

と
咄
嗟
に
言
え
る
日
が
来
る
の
か

と
思
う
と
、
少
し
楽
し
み
で
す
。

　

着
任
初
月
は
、
子
牛
せ
り
や
龍

星
館
で
の
フ
リ
マ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
そ
の
様
子
を
短
い
動

画
に
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発

信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
種
子
町

が
舞
台
と
な
っ
た
映
画
『
秒
速
5

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
』
の
聖
地
巡
礼

動
画
に
は
多
く
の
反
応
が
あ
り
、

中
種
子
町
の
景
色
に
は
、
も
っ
と

広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
可
能
性
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
島
外
の
秒

速
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、「
懐
か
し

い
」「
久
し
ぶ
り
に
帰
ろ
う
か
な
」

と
い
う
地
元
出
身
の
方
の
声
も
届

き
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

町
中
で
広
報
紙
を
読
ん
だ
よ
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
、
と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
発
信
も
続

け
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。

　

２
回
目
の
移
住
と
な
り
ま
す

が
、
前
回
よ
り
地
域
に
所
属
し
て

い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
大
家
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
や
役
場
勤
務
を

通
し
て
地
域
の
情
報
が
身
近
に
な

り
、
集
落
行
事
に
も
参
加
予
定
で

す
。
少
し
ず
つ
広
が
る
ご
縁
に
、

日
々
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
中
種
子
町
の
魅
力
を
、

私
な
り
の
視
点
で
丁
寧
に
届
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 113）　
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

種子島空港開港 20 周年記念イベントの開催について
◎お問い合わせ先　種子島空港利用促進協議会（役場企画課内）☎㉗ 1111 内線 286

　

令
和
８
年
３
月
に
、
種

子
島
空
港
（
コ
ス
モ
ポ
ー

ト
）
開
港
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
20
周
年
を
記
念

し
、
島
内
の
小
学
生
・
幼

児
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
26
日
（
日
）

◯
午
前
の
部

　

９
時
～
12
時

◯
午
後
の
部

　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

種
子
島
中
央
体
育
館

■
内
容

　

航
空
教
室
、
折
り
紙
ヒ

コ
ー
キ
教
室
、
ヒ
コ
ー
キ

飛
ば
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

Ｃ
Ａ
制
服
着
せ
替
え
体

験
、
抽
選
会　

他

■
申
込
方
法

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

確
定
し
た
所
得
を
も
と
に
１
年
間
の
保
険
税
を
算

定
し
、
７
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

■
国
保
税
Ｑ
＆
Ａ

(

国
民
健
康
保
険
は
国
保
と
表
記
し
ま
す
。)

　

よ
く
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
質
問
を
ま
と
め
ま

し
た
。

Ｑ
：
国
保
税
は
だ
れ
が
納
め
る
の
？

Ａ
：
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

Ｑ
：
私
は
社
会
保
険
な
の
に
国
保
税
の
通
知
が
き
た

が
、
ど
う
し
て
？

Ａ
：
世
帯
主
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で

も
、
世
帯
の
な
か
に
国
保
加
入
者
が
い
る
と
世
帯
主

宛
に
通
知
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
は
？

Ａ
：
医
療
分
67
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
26
万

円
、
介
護
保
険
分
17
万
円
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
分
３
万
円
と
な
り
ま
す
。
合
計
１
１
３
万
円
が
国

保
税
の
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
収
入
が
少
な
く
て
も
、
国
保
税
を
支
払
う
の
？

Ａ
：
国
保
は
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
病
気
や
け

が
に
備
え
、
国
保
の
加
入
者
全
員
で
医
療
に
必
要
な

お
金
を
出
し
合
い
ま
す
。
制
度
を
維
持
す
る
た
め
収

入
が
少
な
い
方
に
も
一
定
の
負
担
と
し
て
、
基
本
的

な
金
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。(

均
等
割
・

平
等
割)

Ｑ
：
収
入
が
無
い
た
め
申
告
を
し
て
い
な
い
が
、
影

響
が
あ
る
の
？

Ａ
：
申
告
を
し
て
い
な
い
と
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
国
保
税
に
は
、
加
入
者
の
収
入
基
準
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
世
帯
収
入
額
に
応
じ
て
税
の
軽
減

を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
申
告
を
し
て

い
な
い
と
、
所
得
の
あ
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
軽
減

の
判
定
の
対
象
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
去
年
よ
り
税
額
が
高
く
な
っ
た
が
、
ど
う
し

て
？

Ａ
：
あ
な
た
の
世
帯
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
、
去
年
と
比
べ
て
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
国
保
に
新
し
く
加
入
し
た
方
が
い
る
。（
転
入
や

出
生
な
ど
）

②
所
得
が
去
年
よ
り
増
え
た
方
が
い
る
。

③
40
歳
に
な
っ
た
方
が
い
る
。（
40
歳
～
65
歳
未
満

に
は
介
護
保
険
分
が
加
算
さ
れ
ま
す
。）

④
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
分
が
加
算
さ
れ
た
た
め
。

⑤
申
告
を
し
て
い
な
い
。（
未
申
告
の
た
め
、
軽
減

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。）

■
国
保
税
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
開
庁
日
に
来
庁
で
き

な
い
方
む
け
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
窓

口
で
は
、
収
入
の
減
少
に
よ
り
納
付
が
困
難
に
な
っ

た
方
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
激
減
し
た
世
帯

に
は
、
国
保
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
減

免
の
適
用
に
つ
い
て
の
相
談
も
併
せ
て
受
け
付
け
ま

す
。

　

相
談
の
日
程
は
随
時
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
電
話
な
ど
に
よ
り
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
国
保
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月は国民健康保険税の本算定月です
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 230（国保税担当）



広報なかたね 2026.7 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　

国
民
年
金
に
は
、
様
々
な

免
除
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的

な
免
除
に
加
え
、
産
前
産
後

期
間
の
免
除
、
学
生
納
付
特

例
制
度
な
ど
様
々
な
状
況
に

合
わ
せ
た
免
除
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

■
一
般
免
除

　

前
年
中
の
所
得
に
応
じ

て
免
除
が
承
認
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

厳
し
い
方
、
直
近
２
年
間

に
未
納
が
あ
る
方
、
免
除

の
継
続
申
請
を
さ
れ
て
い

た
方
で
免
除
の
種
類
を
変

更
し
た
い
方
な
ど
は
、
町

民
課
に
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

免
除
期
間
は
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

に
な
り
ま
す
。
免
除
の
具

体
的
な
承
認
基
準
は
個
別

に
異
な
り
ま
す
の
で
、
上

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
免
除
の
種
類

①
全
額
免
除　

②
４
分
の
３
免
除　

③
半
額
免
除

④
４
分
の
１
免
除　

⑤
納
付
猶
予
（
※
）

※
納
付
猶
予
は
50
歳
未
満

の
方
の
み
承
認
さ
れ
ま
す
。

■
産
前
産
後
免
除

　

産
前
産
後
免
除
で
は
、

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

方
が
出
産
さ
れ
た
際
、
出

産
月
の
前
後
４
～
６
ヶ
月

間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
出
産
前
に
申
請
さ

れ
る
方
は
、
出
産
予
定
日

の
分
か
る
母
子
手
帳
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例

　

学
生
納
付
特
例
は
、
所

得
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る

学
生
が
、
在
学
期
間
の
保

険
料
を
後
払
い
で
き
る
制

度
で
す
。
学
生
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
（
学

生
証
の
コ
ピ
ー
・
在
学
証

明
書
）
を
持
参
し
、
町
民

課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
特
例
期
間
は
４
月
～

翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
上
記
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金の免除をご活用ください
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217
　　　　　　　　　鹿児島北年金事務所☎099-225-5311※自動音声案内に従い「２」・「２｣を選択してください。

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　

７
月
は
左
表
の
町
税
納

付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
手
数
料
の
ほ
か
、
延

滞
金
も
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
で
に
納
付
期
限
を
過
ぎ

た
分
に
つ
い
て
も
、
お
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
は
７
月

上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

町税 期別 納付期限

固定資産税
２期 ７月 31 日（金）

国民健康保険税

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
、
厚
生
年
金
の
経
歴

に
関
す
る
資
料
な
ど
を
ご
持

参
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
の
み
の
相
談
に

な
り
ま
す
の
で
、
予
約
や
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
上
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
代
理
で
の
相
談
に

つ
い
て
は
委
任
状
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
委
任
状
は
町
民

課
に
て
交
付
し
て
お
り
ま

す
。
委
任
状
を
持
参
せ
ず
、

代
理
で
の
相
談
が
で
き
な
い

事
案
が
多
発
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。

■
予
約
締
切
日
時

　

７
月
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

■
開
設
日
時

　

８
月
６
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時

■
開
設
場
所

　

中
央
公
民
館
小
会
議
室

　

年金相談所開設について
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

後期高齢者医療制度資格確認書の有効期限について
◎お問い合わせ先　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289 

人権ってなんだろう　第 55 回「７月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

再
犯
防
止
啓
発
月
間

　

法
務
省
で
は
、
広
く
再
犯
防
止
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
毎
年
７
月
を
、「
再
犯
防

止
啓
発
月
間
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

罪
を
犯
し
た
人
が
、
犯
罪
や
非
行
を
繰

り
返
す
こ
と
な
く
、
再
び
社
会
を
構
成
す

る
一
員
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
つ
な
が

り
ま
す
。
地
域
全
体
で
立
ち
直
り
を
支
え
、

再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
で
明
る
い
地
域
社

会
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

県
の
男
女
共
同
参
画
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
25
日
～
31
日
）

　

鹿
児
島
県
で
は
、
毎
年
７
月
25
日
か
ら

31
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。　

　

男
性
と
女
性
の
だ
れ
も
が
、
職
場
・
学

校
・
地
域
・
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
に
は
、
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
や
長
時

間
労
働
の
改
善
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
働
き
方
な
ど
を

振
り
返
り
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
一
人

ひ
と
り
の
生
き
方
・
働
き
方
の
多
様
な
選

択
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

令
和
８
年
８
月
１
日
時
点
で

85
歳
以
上
で
あ
る

⬇

は
い

い
い
え ⬇

令和８年８月１日から有効な
資格確認書が交付されます

マイナ保険
証の利用登
録をしてい
る

⬇は
い

①過去１年間で６回以上マ
イナ保険証を利用している
　　　　　かつ
②概ね直近３ヶ月以内にマ
イナ保険証を利用している

いいえ

⬇
⬇は

い

資格情報のお知ら
せが送付されます
（マイナンバーカー
ドを紛失した方や
更新中の方は資格
確認書の交付も可
能です）

いいえ

⬇

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

の
お
手
元
の
資
格
確
認

書
の
有
効
期
限
は
令
和

８
年
７
月
31
日
に
満
了

と
な
り
ま
す
。

※
８
月
１
日(

土)

以
降

は
、
７
月
中
に
送
付
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

資
格
確
認
書
ま
た
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
85
歳
以
上
の
被
保
険
者

全
員
➡
資
格
確
認
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

◯
84
歳
以
下
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
普
段
か
ら
ご
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
（
マ
イ
ナ
保

険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も

含
み
ま
す
）
※
に
該
当
し
な

い
方
➡
資
格
確
認
書
を
送
り

ま
す
。

◯
84
歳
以
下
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
普
段
か
ら
ご
利
用
さ
れ

て
い
る
方
※
に
該
当
す
る
方

➡
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
保
険
証
を
普
段

か
ら
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
以
下
の
条
件
を
と

も
に
満
た
す
方
で
す
。

①
過
去
１
年
間
で
６
回
以

上
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方

②
概
ね
直
近
３
ヶ
月
以
内

に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方

（
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ご
利
用

状
況
は
、
７
月
中
に
お
届

け
す
る
新
た
な
資
格
確
認

書
を
作
成
す
る
時
点
の
情

報
と
な
り
ま
す
）

■
令
和
８
年
８
月
１
日
以

降
の
変
更
点
に
つ
い
て

　

年
齢
お
よ
び
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
実
績
に
応
じ

て
「
資
格
確
認
書
」
ま
た
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。



広報なかたね 2026.7 月号　12

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 生涯学習だより　生涯学習だより　

令和８年度自衛官採用案内について
◎お問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部種子島駐在員事務所（種子島合同庁舎内）☎㉓ 0299

募集種目 応募資格 受付期間 試験日程 試験場所

航 空 学 生 18 歳以上 24 歳未満の者
　　 ７月１日（水）～

　８月 28 日（金）
１次：①９月 19 日（土）
　　　②９月 26 日（土）

別途示されます。

一般曹候補生 18 歳以上 33 歳未満の者
　 ７月１日（水）～

９月１日（火）

   ９月 16 日（水）～
９月 27 日（日）

※いずれか１日を指定さ
れます。

２等陸・海・空士
（任期制自衛官）

18 歳以上 33 歳未満の者
　　年間を通じて　　

行っております
受付時またはＨＰにて

お知らせします

防衛大学校
（一般）

18 歳以上 21 歳未満の者
　 ７月１日（水）～

10 月 15 日（木）
１次：10 月 31 日（土）

防衛医科大学校
医学科学生

18 歳以上 21 歳未満の者
  ７月１日（水）～

10 月８日（木）
１次：10 月 24 日（土）

防衛医科大学校
看護学科学生

18 歳以上 21 歳未満の者
  ７月１日（水）～

10 月２日（金）
１次：10 月 17 日（土）

予備自衛官補
（一般）

18 歳以上 52 歳未満

　５月 23 日（土）～
９月 10 日（木）

　９月 12 日（土）～
10 月４日（日）

※いずれか１日を
指定されます。

予備自衛官補
（技能）

18 歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により年
齢上限は 53 歳未満～ 55 歳
未満）

自衛隊奨学生

大学、高等専門学校等で理
学、工学、文学または法学
を専攻し正規の課程を修了
する年の４月１日現在で 26
歳未満の者

①６月２日（火）～
10 月９日（金）

② 11 月 30 日（月）～
令和９年１月 29 日（金）

①11月７日（土）・８日（日）
②令和９年２月20日（土）

別途示されます。
自衛隊奨学生と採用
された４月または５
月から大学または大
学院の正規修業年限
を終わるまでの毎月
８万円を貸与されま
す。

他にもご案内できる種目があります。お気軽にお問い合せください。

膠原病患者・家族等交流会の開催について
◎お問い合わせ先　西之表保健所疾病対策係☎㉒ 0018

　

膠
原
病
患
者
・
家
族

な
ど
を
対
象
に
左
記
の

と
お
り
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

８
月
29
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
受
付
開
始
13
時
～
）

■
場
所

　

熊
毛
支
庁
２
階

　

第
２
会
議
室

■
対
象
者

　

膠
原
病
の
患
者
・
家

族
、
関
係
者
な
ど

■
講
師

　

か
ご
し
ま
膠
原
病
の

会
「
青
空
の
会
」

代
表　

平
山
志
穂　

氏

■
申
込
方
法

　

８
月
17
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ミ
ア
ム
』

と
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』
と

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
』
が
６
月
30

日
（
火
）
か
ら
全
国
で
３
種
類
同
時
発

売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

■
発
売
期
間　
　

　

６
月
30
日
（
火
）
～
７
月
31
日
（
金
）

■
抽
せ
ん
日　
　
　

　

８
月
12
日
（
水
）

■
販
売
価
格　
　

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ミ
ア
ム

　

１
枚
５
０
０
円

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・
ミ
ニ

　

各
１
枚
３
０
０
円

■
支
払
開
始
日　

　

８
月
17
日
（
月
）

※
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ネ
ッ
ト
購

入
が
で
き
ま
す
。

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
お

よ
び
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
時
効

（
令
和
８
年
８
月
25
日
（
火
））
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

サマージャンボ宝くじの販売について
◎お問い合わせ先　（公財）鹿児島県市町村振興協会☎ 099(206)1001

　

夏
と
い
え
ば
、
夏
休
み
、

海
、
プ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

目
白
押
し
で
す
が
、
中
で

も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
頻
度

が
増
え
る
季
節
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
夏
は
、
湿

度
・
温
度
と
も
に
高
く
、

食
材
が
傷
ん
だ
り
、
そ
の

食
材
を
食
べ
る
こ
と
で
食

中
毒
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
っ
た
り
す
る
時
期
で

す
。
細
菌
性
食
中
毒
の
発

生
数
は
、
10
～
12
月
に
比

べ
て
７
～
９
月
は
約
２
倍

で
す
。
安
全
に
、
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に
、
衛
生
面

に
よ
り
一
層
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

●
食
材
は
調
理
の
直
前
ま

で
冷
や
し
て
保
管

　

食
材
の
温
度
が
上
昇
す

る
と
、
細
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
お

肉
な
ど
は
、
調
理
直
前
ま

で
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や

保
冷
剤
を
使
っ
て
冷
や
し

て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ン
グ
や
箸
は
用
途
に

よ
っ
て
使
い
分
け
る

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、

生
肉
を
取
り
分
け
る
と

き
、
焼
き
上
が
っ
た
肉
を

取
り
分
け
る
と
き
、
食
べ

る
と
き
、
サ
ラ
ダ
な
ど
の

生
野
菜
を
取
り
分
け
る
と

き
と
で
は
、
使
用
す
る
ト

ン
グ
や
箸
を
使
い
分
け
ま

し
ょ
う
。
ト
ン
グ
な
ど
を

介
し
て
生
肉
か
ら
焼
け
た

肉
な
ど
に
細
菌
が
移
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
肉
は
中
心
ま
で
よ
く

焼
く

　

表
面
が
焦
げ
て
い
て
も

中
ま
で
火
が
通
っ
て
い
な

い
場
合
や
、
特
に
タ
レ
な

ど
に
漬
け
込
ん
だ
お
肉
、

つ
く
ね
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な

ど
は
中
ま
で
火
が
通
っ
て

い
る
か
分
か
り
づ
ら
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
中
心
部

ま
で
焼
け
て
い
る
か
し
っ

か
り
確
認
し
て
か
ら
食
べ

ま
し
ょ
う
。

●
お
に
ぎ
り
は
ラ
ッ
プ
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
握
る

　

手
指
に
傷
な
ど
が
あ
る

と
、
傷
口
か
ら
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
と
い
う
細
菌
が
お

に
ぎ
り
に
付
着
し
、
熱
に

強
い
た
め
、
炊
き
た
て
の

お
米
で
握
っ
た
り
焼
き
お

に
ぎ
り
に
し
た
り
し
て
も

菌
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
素
手
で
握
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食生活改善推進員コーナー 　～食中毒について～

　

犬
を
飼
う
と
き
に
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
（
生
涯
１
回
）
と
、
生

後
91
日
以
上
の
犬
に
は
毎
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
責
任
と
し
て
、

必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
対
象
の
飼

い
主
の
方
へ
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
が

合
わ
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
予
定
日　

  

６
月
30
日
（
火
）

　

７
月
１
日
（
水
）

■
接
種
料
金　

　

３
４
０
０
円

■
登
録
手
数
料　

　

３
０
０
０
円

　
（
未
登
録
犬
の
み
）

※
詳
し
い
時
間
・
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ

る
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

令和８年度狂犬病集団予防接種のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201
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ヒトパピローマウイルス感染症（ＨＰＶ）定期予防接種について
■
子
宮
頸
が
ん

　

が
ん
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
き
っ
か
け
で
起
こ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
子
宮
頸
が
ん
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と

い
う
ウ
イ
ル
ス
で
感
染
し
、
女
性

の
多
く
が
“
一
生
に
一
度
は
感
染

す
る
”
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人
は
時
間

が
た
つ
と
検
査
で
は
見
え
な
く
な

り
ま
す
が
、
一
部
の
人
で
が
ん
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
一
番
の
手
段

で
す
。

■
定
期
接
種
に
つ
い
て

◯
対
象
者

　

今
年
度
小
学
６
年
生
～
高
校
１

年
生
に
な
る
女
子
（
平
成
22
年
４

月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

※
中
種
子
町
で
は
、
毎
年
、
中
学

１
年
生
に
な
る
女
子
へ
通
知
を
し

て
い
ま
す
。

※
小
学
６
年
生
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
費
用

　

無
料
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

◯
接
種
時
必
要
な
も
の

　

町
か
ら
送
付
さ
れ
た
予
診
票
、

母
子
健
康
手
帳
、
本
人
確
認
書
類

◯
実
施
医
療
機
関
お
よ
び
実
施
日
時

　

町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通
知
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

　

接
種
完
了
ま
で
は
、
最
低
で
も

６
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
高
校
１
年

生
の
年
度
末
日
ま
で
が
助
成
の
対

象
な
の
で
、
計
画
的
な
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
か

ら
送
付
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
島
内
予
防
接
種
実
施
医

療
機
関
に
、
種
子
島
産
婦
人
科
医

院
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
島
内
唯

一
の
産
婦
人
科
医
院
で
す
が
、
女

性
特
有
の
お
悩
み
や
学
生
向
け
の

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
生

理
や
更
年
期
な
ど
様
々
な
お
悩
み

は
、
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

熱中症に注意しましょう　～熱中症は予防が大切です！～
　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
梅
雨
が
明
け
る
と

急
に
気
温
が
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
高
温
多
湿
に
な
る
日
に
は
熱
中
症
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

◎
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す 

①
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

➡
高
齢
者
は
若
年
者
よ
り
も
体
内
の
水
分

が
少
な
い
上
、
体
の
老
廃
物
を
排
出
す
る

際
に
た
く
さ
ん
の
尿
を
必
要
と
し
ま
す 

②
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

い
ま
す
。

➡
加
齢
に
よ
り
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に

対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。 

③
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
節
機
能
が
低
下

し
ま
す
。

➡
体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
く
、
暑
い
と
き

は
若
年
者
よ
り
も
循
環
器
系
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。 

★
気
付
か
な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
な
っ
て

い
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
暑
さ
や
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
早
め
に
熱
中

症
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
こ
ま
め

に
水
分
補
給
、
寝
る
前
に
も
コ
ッ
プ
1
杯

の
水
分
を
と
り
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で

温
度
・
湿
度
を
こ
ま
め
に
調
節
し
ま
し
ょ

う
。

町ＨＰ

イベント
カレンダー

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル

Instagram
農林水産課
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抑
止
力
天
井
知
ら
ず
の
防
衛
費
知
恵
無
き
政
治
も
う

戻
れ
ぬ
や　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

春
な
の
に
我
が
も
の
顔
で
咲
き
て
お
り
新
緑
を
背
に

コ
ス
モ
ス
花
は　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

兄
嫁
に
看
取
ら
れ
し
母
逝
き
て
後「
あ
り
が
と
う
ね
」

の
留
守
電
あ
り　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

母
在
り
し
日
の
如
く
犬
鳴
き
始
め
デ
イ
送
迎
車
の
行

く
を
見
て
い
る　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

ア
ル
バ
ム
の
過
去
の
写
真
に
今
が
あ
り
こ
ち
ら
の
今

に
笑
い
か
け
て
る　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

何
も
か
も
リ
ズ
ム
崩
れ
し
あ
た
ふ
た
と
足
病
み
て
よ

り
白
き
も
の
増
ゆ　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

歯
み
が
き
の
真
っ
最
中
で
モ
ゴ
モ
ゴ
と「
お
か
え
り
」

を
言
う
父
に
「
た
だ
い
ま
」
鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

諍
ふ
な
「
イ
ス
イ
ラ
ン
米
」
我
を
張
ら
ず
慈
悲
の
心

で
早
期
和
平
に　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

陽
だ
ま
り
で
髭
突
合
せ
ノ
ラ
四
匹
何
の
会
議
か
欠あ
く
び伸

し
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

水
差
し
に
野
花
ぎ
っ
し
り
差
し
込
ん
で
玄
関
飾
る
色

の
競
演　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

物
価
だ
け
上
が
り
庶
民
は
疲
弊
し
て
一
体
誰
を
潤
す

国
だ
ろ
う　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
夫
の
見
つ
け
し
バ
ー
ガ
ー
屋
我
一

番
の
ご
馳
走
に
な
り　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

早
場
米
植
え
付
け
終
り
水
張
り
て
緑
か
ら
金
の
収
穫

を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

お
し
ゃ
べ
り
も
介
護
の
一
つ
新
茶
飲
む　

　
　

                  

上
方　

篤
子

背
伸
び
し
た
柱
の
傷
に
風
薫
る　
　
　
　

　
　

                    

本
村　

秀

ブ
ラ
ウ
ス
を
選
ぶ
目
と
手
に
夏
来
る　
　

　
　

              

伏
之
前　

茉
莉
花

万
緑
や
快
気
を
祈
る
大
鳥
居　
　
　
　
　

　
　

                

大
牟
礼　

光
子

谷
合
の
清
流
踊
る
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　
　

　
　

                  

下
田　

語
郎

ふ
り
向
け
ば
万
緑
も
夢
散
る
も
夢　
　
　

　
　

                

満
足
山　

一
穂

万
緑
の
里
山
渡
る
雲
速
し　
　
　
　
　
　

　
　

                  

美
座　

香
澄

五
月
雨
の
し
ず
く
を
含
む
百
合
の
群
れ　

　
　

                  

上
方　

昇
竜

昼
顔
の
咲
き
誇
る
丘
我
は
踏
ん
張
る　
　

　
　

                  

田
島　

瓢
作

カ
ノ
コ
ユ
リ
が
つ
な
ぐ
甑
島

と
種
子
島

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
（
和
名
：
鹿

の
子
百
合
）
は
ユ
リ
科
ユ
リ

属
の
多
年
草
で
す
。

　

開
花
期
は
、
７
月
～
８
月

頃
で
他
の
百
合
に
比
べ
て
遅

咲
き
の
百
合
で
す
。
別
名
ド

ヨ
ウ
ユ
リ
（
土
用
百
合
）
や

タ
ナ
バ
タ
ユ
リ
（
七
夕
百
合
）

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
は
ピ
ン
ク
色

で
、
花
弁
が
強
く
反
り
返
り
、

下
向
き
に
咲
く
華
や
か
な
姿

が
特
徴
で
花
び
ら
の
内
側
に

あ
る
赤
い
斑
点
を
「
鹿
の
子

絞
り
（
子
鹿
の
背
中
の
模

様
）」
に
例
え
た
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
野
生
の

も
の
は
自
生
地
が
限
ら
れ
て

お
り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
花

で
す
。
日
本
で
は
、
九
州
や

四
国
な
ど
に
自
生
し
て
お
り
、

最
も
自
生
密
度
が
高
い
の
が

甑
島
列
島
で
あ
り
、
甑
島
片

野
浦
の
カ
ノ
コ
ユ
リ
群
落
は

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
カ
ノ
コ
ユ
リ
が
種

子
島
の
道
路
沿
い
な
ど
で
見

ら
れ
る
の
は
、
先
人
が
甑
島

か
ら
種
子
島
に
移
住
し
た
際

に
持
ち
込
ん
だ
球
根
を
植
え

て
根
付
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
当
時
、
飢き
き
ん饉
や
蝗こ
う
が
い害
、
台

風
の
影
響
な
ど
で
生
活
が
困

難
に
な
っ
た
甑
島
の
人
々
は

国
お
よ
び
鹿
児
島
県
の
移
住

政
策
の
も
と
種
子
島
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
甑
島
の
人
々

は
、
飢
饉
の
際
に
カ
ノ
コ
ユ

リ
の
鱗り
ん
け
い茎
を
食
べ
て
飢
え
を

し
の
い
で
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
滋じ
よ
う養
強き
ょ
う
そ
う壮
、
利
尿
、

咳
止
め
、
解
熱
、
消
炎
な
ど

の
薬
効
も
期
待
で
き
る
カ
ノ

コ
ユ
リ
を
移
住
の
際
持
っ
て

き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
先
人
の
苦
労
や
想
い

を
感
じ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

時
期
、
道
路
沿
い
や
海
岸
沿

い
に
き
れ
い
に
咲
く
カ
ノ
コ

ユ
リ
を
探
し
て
見
て
く
だ
さ

い
。　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
館
だ
よ
り
（
５
５
６
号
）

　写真提供：

　鏑木　紘一氏
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
宇
宙

機
が
「
航
空
宇
宙
技
術
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
の
航
空
宇
宙
技
術
発
展

史
を
形
作
る
画
期
的
な
製
品
お

よ
び
技
術
を
表
彰
す
る
「
航
空

宇
宙
技
術
遺
産
」（
日
本
航
空
宇

宙
学
会
が
認
定
）
に
、「
Ｈ
‐
Ⅱ

Ａ
／
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
」「
こ

う
の
と
り
」「
り
ゅ
う
せ
い
」「
き

く
２
号
」
が
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
／
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ

ト
で
確
立
し
た
技
術
は
、
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
で
さ
ら
に
改
良
さ
れ
、

今
後
の
国
際
市
場
拡
大
に
向
け

て
画
期
的
な
扉
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
う
の
と
り
の
無
人
自
動
ラ

ン
デ
ブ
と
バ
ー
ジ
ン
グ
方
式
で

の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
の
接
続
・
係
留
は
、

国
際
的
な
標
準
方
式
と
な
り
日

本
の
航
空
宇
宙
技
術
の
評
価
を

高
め
ま
し
た
。

　

り
ゅ
う
せ
い
は
、
日
本
で
初

め
て
地
球
周
回
軌
道
か
ら
大
気

圏
再
突
入
を
行
い
、
カ
ー
ボ
ン

や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
な
ど
熱

防
護
材
の
技
術
実
証
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

き
く
２
号
は
、
日
本
で
初
め

て
静
止
軌
道
で
の
運
用
に
成
功

し
た
衛
星
で
す
。
国
産
静
止
衛

星
の
礎
と
な
り
、
日
本
が
静
止

衛
星
を
運
用
す
る
た
め
の
技
術

基
盤
を
築
き
ま
し
た
。

企
画
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
ま
す

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
７

月
19
日
（
日
）
に
夏
の
企
画
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
天
体
」
で
す
。
星
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
星
座
フ
ァ
イ

ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
小

学
生
以
上
が
対
象
で
す
が
ど
な

た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
宇
宙

科
学
技
術
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
日
時

は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上

げ
失
敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に

つ
い
て

　

対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
の
打
上

げ
に
つ
い
て

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号

機
（
30
形
態
試
験
機
）

の
特
設
サ
イ
ト
は
こ
ち

ら
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
記
事
の
内
容
は
５
月
29
日
現

在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

共に働くために大切なこと～知的障害のある方への理解と配慮～
　

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
一
般
就
労

は
、
本
人
の
力
だ
け
で
な
く
、
企
業

側
の
理
解
と
適
切
な
配
慮
に
よ
っ
て

大
き
く
広
が
り
ま
す
。
障
害
特
性
は

一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
外
見
か
ら
は

分
か
り
に
く
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
大
切
な
の
は

「
ど
の
よ
う
な
特
性
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
配
慮
が
あ
れ
ば
力
を
発
揮
で

き
る
の
か
」
を
丁
寧
に
確
認
す
る
こ

と
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
に
関
し
て

は
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す
る
こ
と

が
、
作
業
の
習
得
と
定
着
に
つ
な
が

り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
・
・
・

わ
か
り
や
す
い
教
え
方

●
実
際
に
や
り
方
を
し
め
す

　

言
葉
だ
け
で
な
く
、
手
本
を
見
せ

る
こ
と
で
理
解
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
簡
潔
で
具
体
的
な

説
明
を
加
え
る
と
効
果
的
で
す
。

●
一
緒
に
や
っ
て
み
る⇔

１
人
で

や
っ
て
み
る

　

段
階
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
作
業

の
習
得
が
進
み
ま
す
。

●
そ
の
場
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

　

正
し
く
で
き
た
場
合
は
す
ぐ
に
褒

め
る
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
り
ま

す
。
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
も
、
そ

の
場
で
ど
こ
が
違
う
の
か
を
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
理
解
の
確
認
を
行
う

　

分
か
ら
な
く
て
も
「
は
い
」
と
返

事
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
人
に
手
順
を
説
明
し
て
も
ら

う
、実
際
の
行
動
を
確
認
す
る
な
ど
、

理
解
で
き
て
い
る
か
を
丁
寧
に
み
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
と
、
安
定
し
た
就
労
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
就
労
を
支
え
る
機
関
と

し
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
職
に
向
け

た
相
談
や
職
場
定
着
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
企
業
に
対
し
て
も
障
害

特
性
の
理
解
や
具
体
的
な
配
慮
方
法

に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

採
用
前
の
相
談
か
ら
就
職
後
の
定
着

支
援
ま
で
一
貫
し
て
関
わ
る
こ
と

で
、
企
業
と
本
人
の
双
方
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

支
え
て
い
ま
す
。企
業
に
と
っ
て
も
、

多
様
な
人
材
の
活
躍
は
組
織
の
力
を

高
め
る
大
き
な
機
会
で
す
。
障
害
の

あ
る
方
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
、
人
材
確
保
や
職
場

の
定
着
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
相
互
理
解
を
深
め
、
で
き
る
こ

と
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
、
共
に
働

く
第
一
歩
で
す
。
地
域
全
体
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
多
様
な
働
き
方
が
広

が
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

文
責　

く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー　

鎌
田
直
子

☎
：
㉘
３
４
４
５

自立支援協議会だより
種子島地区基幹相談支援センター
☎㉘ 3633　FAX ㉗ 0118
　基幹相談支援センターホームページＱＲ➡
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診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 17 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科 午前と同様

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※当番医：５日（日）
※休日は当番医の受診をお願いします。
【徳洲会グループの応援体制について】
◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。

午前の部

午後の部

　

Ｃ
Ｔ
検
査
と
は
、
Ｘ
線
を
使
っ
て

身
体
の
断
面
を
撮
影
す
る
検
査
で

す
。
一
般
的
な
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が

１
枚
の
平
面
像
で
あ
る
の
に
対
し
、

Ｃ
Ｔ
で
は
身
体
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
向

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
体
の
中
の

状
態
を
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

検
査
は
、
寝
台
に
横
に
な
っ
た
ま

ま
大
き
な
ド
ー
ナ
ツ
状
の
機
械
の
中

を
通
る
だ
け
で
、
痛
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
検
査
時
間
は
数
分
程
度
で
す
。

撮
影
中
は
体
が
動
く
と
画
像
が
ぶ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
撮
影
す
る
部
位
に

よ
っ
て
は
息
止
め
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

胸
や
お
腹
、
頭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

部
位
の
検
査
に
用
い
ら
れ
、
肺
炎
や

骨
折
、
尿
路
結
石
な
ど
多
く
の
病
気

の
診
断
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
検
査

内
容
に
よ
っ
て
は
「
造
影
剤
」
と
い

う
薬
を
使
用
し
ま
す
。
造
影
剤
は
血

管
や
臓
器
を
見
や
す
く
し
、
病
気
の

有
無
や
広
が
り
な
ど
を
詳
し
く
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
に
腕
の
静

脈
か
ら
注
射
で
投
与
し
、
検
査
後
は

ほ
と
ん
ど
が
尿
と
し
て
体
の
外
へ
自

然
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
ま
れ
に
体
調

に
変
化
が
出
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

事
前
に
問
診
を
行
い
、
安
全
を
確
認

し
た
う
え
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
よ

り
放
射
線
量
は
や
や
多
く
な
り
ま
す

が
、
被
ば
く
を
必
要
最
小
限
に
抑
え

る
よ
う
管
理
し
な
が
ら
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
医
師
が
必
要
と
判
断

し
た
と
き
だ
け
行
う
検
査
な
の
で
、

心
配
し
す
ぎ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
妊
娠
中
ま
た
は
可
能
性

が
あ
る
方
は
、
検
査
前
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
気
に
な
る
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
医
師
や
放
射
線
技
師
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ＣＴ検査について

公立病院だより 公立種子島病院☎㉖ 1230　診療放射線技師　井上　史央里　　　

　　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡

■公立種子島病院７月の診療情報　

受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：６日・７日・27 日・28 日

耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）：毎週木曜日　２日・９日・16 日・23 日・30 日

消化器内科（福岡徳洲会医師）：10 日・24 日の金曜日※内視鏡検査予定

整形外科（鹿児島大学医師派遣）：14 日・28 日・火曜日午前外来診療

小児外科（鹿児島大学医師派遣）：３日、17 日、31 日
物忘れストレスケア外来（濵田医師）：15 日
リウマチ科：２日（中島医師）、16 日（市來医師）
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 6,952 人 (-17) 出生 1人

男　性 3,377 人 (-11) 死亡 12 人

女　性 3,575 人 ( -6) 転入 32 人

世帯数 4,019 戸 ( -7) 転出 38 人

※（　）は前月との比較（５月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　５月中

火　事 3件 うち建物 0件

救　急 40 件 うち急病 23 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( -1) 1 件 ( -2)

死 者 数 0件 (  0) 0 件 ( -1)

負傷者数 0件 ( -1) 1 件 ( -1)

※令和８年５月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

野邊　ツナヱ （古　房）　牧瀬　タツ子 （熊　野）

田上　春男   （伏之前）　

戸 籍 の 窓
令和８年５月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

　宇都　悠
ゆ う り

理 雅輝・千紘 旭　町

　小田　蒼
あ お い

大 達也・文香 横　町

女の子

　中嶋　柚
ゆず

好和・真由美 原之里

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

  日髙　ヱツ 原之里 97 歳

  神谷　榮子 畠　田 89 歳

  黒木　裕子 南界園 93 歳

  中島　吉子 二十番 98 歳

  田上　ミドリ 伏之前 86 歳

　八汐　昭二 屋久津 59 歳

　日髙　覺　 原之里 96 歳

　日髙　ミヤ子 中　田 91 歳

　山下　孝二 浜津脇 78 歳

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
か
ら
の
ご
案
内

　

～
電
気
の
安
全
と
災
害
時
の
備
え

　

弊
社
で
は
、毎
年
８
月
経
済
産
業
省
主
唱
の
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
に
合
わ
せ
、
感
電
事
故
防
止

の
た
め
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
電
線
付
近
で
の
魚
釣
り
や
虫
取
り
は

大
変
危
険
な
た
め
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
切
れ

た
電
線
を
見
か
け
た
場
合
は
決
し
て
触
れ
ず
、
鉄

塔
や
変
電
所
な
ど
へ
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
備
え
、
停
電
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
専
用
ア
プ
リ
か
ら
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

九
州
電
力
送
配
電
（
株
）
熊
毛
配
電
事
業
所

　

０
８
０
０
（
７
７
７
）
９
４
５
２
（
無
料
電
話
）

町
内
一
斉
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　

５
月
24
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
「
町
内
一
斉
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
に
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
、
建
設
業
者
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、
海
岸
線
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
漂
着
ご
み
な
ど
に
よ
り
、
継

続
し
た
環
境
美
化
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
美
し
い
海

岸
環
境
を
守
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
清
掃
作
業
実
績

　

参
加
人
数　

７
５
８
人

　

ご
み
処
分
量　

３
４
９
台
分

　
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
換
算
）　
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お知らせ版（７月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

おひさま相談室　事前予約が必要なので，地域福祉課福祉係（☎ 27-1111 内線 261）までお問い合わせください。
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
◯海開き

２
●にじいろクラス
( こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

３ ４４

５５
◆休日当番医③
■給油当番①
◯第 67 回県民
スポーツ大会熊
毛地区大会予備
日

６ ７
●幼児学級・赤
ちゃん教室合同

（福祉セ 10:00
～ 11:30）

８
●にじいろメンテ
( こ 家 セ 13:30
～ 16:00)

９ 10
●母子手帳交付
（ こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

1111

1212
◆休日当番医①
■給油当番②
●りんくの
おおひろば

（中公大 9:00 ～
12:00)

13 14
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）

15 16
● に じ い ろ 健
診５歳児（保セ
13:00 ～ 16:00）

17
●赤ちゃん教室
１歳未満（福セ
10:00 ～ 11:30）
◯小・中学校終
業式

1818

1919
◆休日当番医②
■給油当番①

2020
🎌海の日
◆休日当番医①

21 22
●にじいろメンテ
( こ 家 セ 13:30
～ 16:00)
●幼児学級・　
赤ちゃん教室
合 同（ 保 健 セ
10:00 ～ 11:30）

23
●高齢者学級ど
んぐり

24
●にじいろ健診
２歳児、乳児（セ
9:00 ～ 12:00）
●母子手帳交付

（こ家セ 13:30 ～
15:00)
◯歴史民俗資料
館「夏休み企画
展」（～ 8/31）

2525
●りんくの
おおひろば

（中公大 9:00 ～
12:00)
●中央公民館図
書室おはなし会  
（中公和 10:30～）

2626
◆休日当番医①
■給油当番②
◯種子島空港開
港 20 周年記念
イベント（種中
体）

27 28
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）
●みやまふれあ●みやまふれあ
いコンサートいコンサート

（種子島こりー（種子島こりー
な　19:00 ～）な　19:00 ～）

29
●幼児学級・　
赤ちゃん教室
合 同（ 保 健 セ
10:00 ～ 11:30）
●おひさま相談●おひさま相談
室（ 公 ２ 会　室（ 公 ２ 会　
9:00 ～ 17:00）9:00 ～ 17:00）

30
● チ ャ レ ン ジ
キッズ「日置市
との交流事業」

31
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場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係

島の四季彩　ボウラン（ラン科）
【漢字表記】棒蘭
【分布】紀伊半島南部～九州・琉球、
　　　 台湾・中国南部

【生育地】樹幹や岩などに着生
【繁殖法】株分け
　和名は、葉のやや硬い肉質で円柱状線形の形状に因
みます。島内では、人里付近のイヌマキ、クスノキ、
センダン等の幹に着生（寄生とは異なり、付着して生
育するだけで、寄主からの養分の収奪はありません）

している状況が見られます。高さ 20 ～ 30cm の常緑の
多年草です。花期は夏で、葉鞘を破って短い花序を出
し、１～５個の花を咲かせます。花は径１cm 位で小さ
く、しかも地味で目立たないため、花に気付くことは
ほとんどありません。このためでしょうか、観賞価値
もほとんどないため、現在のところ採取による絶滅な
どの危機的状況にはありませんが、着生できるような
大きい木の減少により生育環境が悪化しているため、
環境省では準絶滅危惧種に指定しています。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

離島航空割引カードの

更新手続きは
　　　　お済みですか？

【持参する物】【持参する物】
○身分証明書○身分証明書（運転免許証、保険証等）（運転免許証、保険証等）
○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）
『有効期限』発行日から３年間『有効期限』発行日から３年間

ホームページ掲載先➡

離島航空割引カードの発行・更新
手続きは、町民課戸籍住民係へお
問い合わせください。
☎ 0997-27-1111（内線 237・214）

お問い合わせ
種子屋久高速船株式会社
〒 892-0814 鹿児島市本港新町５
☎ 099-226-1012 担当 /渡司（ワタシ）

未経験者歓迎

職場体験あり

●種子屋久高速船
 トッピー＆ロケット営業部門
●窓口業務でのチケット発券・
　予約受付・問い合わせ対応
お客様とお話しながら、予約システムに
キーボード入力をしていただきます。コー
ルセンターやオペレーション業務経験者
の方は慣れるのが早いと思います。お客
様と接するお仕事経験者の方、お待ちし
ています。
男性の方は主に高速船入出港時の綱放し、
給油、高速船へのタラップ架設、搭乗
チェックインの作業がメインとなります。
慣れるまでは社員がアドバイスします。
給与：199,000 円～ 252,000 円
勤務体制：シフト制　勤務地：種子島
待遇：乗船券本人無料・乗船券家族無料・
年間休日 105 日・制服貸与・通勤手当・
扶養家族手当・現業手当・資格手当・離
島手当・産前・産後休業制度・育児休業
制度・介護休業制度・慶弔見舞金制度・
退職金制度（勤続３年以上）
インフルエンザ予防接種


